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えりも町における秋の小鳥類の標識調査

村 上 速 雄1)

1.調 査 目的

鳥類標識調査は足輪によって鳥を個体識別 し、再

捕獲や観察によって渡 りや移動、寿命や繁殖開始年

齢などの生態を解明することにある。また、観察で

は言翻ljが困難な種や潜行性、夜行性のため観察 しづ

らい鳥種を捕獲することも多く、地域の鳥相を把握

する うえで役立っ ことが多い。 こうした放 鳥や再捕

獲の記録は、鳥類を保護 ・管理する うえでの基礎資

料 となる。

調査地 としたえりも町襟裳岬は北海道中央を縦断

する日高山脈の南端に位置し、太平洋に突き出た岬

である。また、この地域は標識鳥の回収記録:の解析

(山階 鳥類研究所1995)か ら、渡 り鳥の集結 ・通過地

として注 目されている。また北海道の鳥相は日高山

脈の西側、東側で変わる(藤巻2000)と されることか

らも、この地域の鳥相を把握することは意義のある

ことである。 しかし、これまでに地元に調査員が

いなかったため長期的に標識調査が行われていなか

った。今回は2001年 か ら2003年 まで調査適地を探

しながら9月 から10月 にかけて標識調査を行った。

調査地は日高山脈の末端に近い山地のえ りも町追分

峠(43001/N,143013/E)と 本町に近い平地の

え りも町歌別 コロップ川(43。00!N,143010/

E)の2ヶ 所で調査を行った。調査概略お よび結果を

それぞれ報告する。なお鳥類標識調査は環境省の許

可を受けて行った。

2.え りも町追分峠での調査

2.12001年 の調査

2.1.1調 査概略

2001年 はえりも町追分峠で9月15日 から10月20

日までの間に11日 間おこなった。え りも町追分峠は

日高山脈の南端に位置 しえりも町庶野とえりも町歌

別を結ぶ峠である。調査地の植生は樹高4～5mの

ミズナラ、植樹 したアカエゾマツなどの混交林で林

床は草丈の低いミヤコザサである。調査には30メ ッ

シュのかすみ網を2枚 、36メ ッシュのかすみ網を3

枚用いた。また捕獲効率を上げるためポータブルC

D再 生機 と小型スピーカーを使用 して夜明け1時 間

前からノゴマ、アカハラ、夜明け後からアオジ、シ

ジュウカラなどの聴 りを流 した。

2.1.2調 査結果

調査では15種331羽(新 放鳥329羽 、再捕獲2羽)

放鳥した。 日別の放鳥数を表1に 示 した。優先種は

アオジで171羽 放鳥 し全体の52%を 占め、10.月16

日に渡 りの山をむかえた。次いでウグイスの45羽

(14%)で あった。アオジ以外の種は捕獲数が少なか

ったため動向が不明であった。

2.1.3回 収 鳥

回収記録 はアオジで2例 あった。1例 は2001年10

月7日 に根室市で放鳥 された ものが10月16日 にえ

りも町追分峠 で回収 され た。9日 間で約240km移 動

した。

1)日本鳥類標識協会所属 〒053-0042北 海道苫小牧市三光町3-11-21
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2例 は10月16日 に本調査地で放 鳥された もの

が、福 島県福島市佐原 字台で2002年1月2日 に回収

され た。78日 間で約600㎞ 移動 した。

2.22002年 の調査

2.2.1調 査概 略

2002年9.月4日 か ら10月9日 までの間に10日 間

お こなった。調査地 の植生 は2001年 と同様で あった。

調査 には30メ ッシュのかすみ網 を2枚 、36メ ッ

シュのかすみ網 を3枚 用 いた。 また、捕獲効率を上

げ るため、カー ステ レオ と15Wス ピーカー1台 を使

用 して夜 明け1時 間前 か らノゴマ、アカハ ラ、 クロ

ツグ ミ、夜 明け後 か らアオジ、シジュウカ ラな どの

聴 りを流 した。

2.2.2調 査結果

調査では15種85羽 放鳥(再 捕獲なし)し、 日別の

放鳥数を表2に 示 した。本年は2001年 より早い時期

に調査をおこなったが、捕獲数が少なかったため顕

著な渡 りの山は見られず、10月9日 に終了 した。

2.2.3回 収記録

本調査地で放鳥 した鳥が他から回収 された記録、

および他で放鳥され本調査地で回収 された記録は1

例もなかった。

3.え りも町歌別 コロ ップ川 での調査

3.12002年 の調査

3.1.1調 査概要

え りも町翻ljコ ロ ップ川 は追分峠の西に位 置す る。

2002年 は10月10日 か ら10、月31日 までの間に6日

間お こなった。 コ ロップ川 の調査地 は牧草地跡で植

生 は主 に ヨモ ギ ・イネ科草本 か らなる。 また、牧草

地の両側に南北には しる広葉樹の尾根があ りその林

縁に樹高1.5mの ノリウツギの群落がある。

調査には30メ ッシュのかすみ網を0～2枚 、36メ

ッシュのかすみ網を3枚 用いた。ノ リウツギの群落

を囲むように張 り、捕獲効率を上げるためカーステ

レオと15Wス ピーカー一1台を使用 して夜明け前か ら

ノゴマ、アカハラ、クロツグミ、夜明け後か らアオ

ジシ、ジュウカラ、カシラダカな どの聴 りを流 した。

3.1.2調 査結果

調査では18種543羽(新 放鳥539羽 、再捕獲4羽)

放鳥 した。 日別の放鳥数を表3に 示 した。優 占種は

アオジで403羽 放鳥 し全体の75%を 占め、10月13

日に渡 りの山を迎えた。次にシジュウカラの42羽

(8%)で あった。アオジ、シジュウカラ以外の種は

捕獲数が少なかったため動向が不明であった。

3.1.3回 収鳥

本調査地で放鳥 した鳥が他から回収 された記録、

および他で放鳥され本調査地で回収 された記録は1

例もなかった。

3.22003年 の調査

3.2.1調 査概 略

2003年 は10月12日 か ら10,月21日 までの間に10

日間お こなった。調 査地の植 生は2002年 と同様 であ

った。

調査 は30メ ッシュのかすみ網 を0～3枚 、36メ ッ

シュのかすみ網 を3枚 用いた。 ノ リウツギの群落 を

囲む よ うに張 り、捕獲効率 を上 げるた めカセ ッ トテ

ープ再生機 とポー タブル アンプ スピー カー を組み合

わせ た もの2台 と、カーステ レオ と15Wス ピーカー

1台 を使 用 して夜 明け1時 間前か らノゴマ、
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表1.2001年 えりも町追分峠での 日別放鳥一覧

調 査 月 日2001/9/15～2001/10/20

95 107 108 101 101 11 11 10 11 11 11 12

天候
霧のち

雨
曇 曇 晴 曇時々

雨

快晴 雨 曇時々

晴

雨のち

曇

晴 晴 晴
合計

'● 覧 1 53 31 8 11 2 0 83 64 40

又 1 1

1 7 8 2 4 2 8 6 12 7 5

ツミ メ亀ooわだθr8乙'伯1プ5 1 1

コノハス ク α`15孟9ノηρ47 1 1

ア ラ0θ η〃00ρ ρ05・77司br 1 1

コ ラ ∠)θ・7伽00ρ05ん 伽 〃好 2 1 3
ヒンス ノ}ηヵり〃5乃od多oη1 1 1

モス ∠∂漸μ3わ 〃oβρ」り∂ん・5 1 1

コマトリ 飾 訪∂o〃5∂ん∂んなθ 1 1

ノコ マ 乙〃80〃7后08〃oρ θ 1 1 2 1 5

ル リヒ7bだ 唇 θro♪㈲〃ω門レ5 3 3
ロツ ミ7功ro乞,50∂ ノて泓5 3 1 4

ア ハラ 兀〃ro勿εo乃 序50后 〃5 1 14 2 3 20
、 一

ソロバフ7加dレ ερヨ〃ヒ〃b 2 1 2 5

マミチャシ ナイ7加o伽50わ50α 摺3 1 1

ツク ミ ん 履 ノ5〃∂α加∂ηη1 1 1
ス0θ 配僧 吻 乃oηθ 8 6 6 1 4 11 9 45

R 1 1

メ爪 ソムシクィ,ρ 物〃050ρ ρ〃5加 僧3禽 1 2 1 4
エナ 鴻θ劇肋 ∂わ50∂ 〃d旨加5 1 1
ハシフ ト ラ ρ3ノ〃5ρ∂ん5切 曾 3 3
コ ラ ρ冶πノ5加oη 飴 η〃5 2 2

ヒ ラ ρ冶1〃5εごθ1・ 6 2 8
、 、 一

ソソ ユ フ ρ旨1Z/5177創br 13 8 2 1 1 25
、 一

コソ ユ フ51配 ∂θα脚 ∂θ∂ 1 1 2
ア シ 動 わθ舵 ∂畠oo`わoqρ方∂々 25 9 9 1 69 3 29 16 9 170

R 1 1
ロソ 石ワめθ!を3レ ヨ17治∠)か73 1 2 1 9 1 2 16

ス θ∂〃ηん姶8名 〃(治所〃5 1 2 2 5

Rl

表2.2002年 えりも町追分峠での日別放鳥一覧

調 査 月 日2002/9/4～2002/10/9

94 95 923 92 925 96 7 92 9 3 1

天候 快晴 快晴 曇 雨のち
晴

快晴 晴 晴のち
曇

晴のち
曇

雨 曇 曇時々
雨 合計

● 6 4 4 6 17 1 5 1 5

4 6 4 2 2 8 4 3 4 15

ツミ ノ400わ だθゾ8蝋 ∂ガ: 1 1 2
ヤマシ300や ρ8κ1〃5加o屠 1 1

ア ラ0θ 〃伽0ρ ρ05・77創br 1 1
ロツ ミ ん 肋50∂ κ〃5 3 1 1 2 2 3 2 2 2 18

ア ハラ7加d/50乃 甥50治 〃5 1 1

フ0θ ご翻95{7μ3177θ 々qρ5 1 1

ス0θf掘 ∂吻 んo〃θ 7 3 1 1 12
エソ センニュ 乙ooεごθ〃冶倉5θわ佑飴 1 1
メ'・ソムシ イ 働 野〃b300ρ〃5わo燈∂〃5 1 1 2
エソ ソ ρ}らγ〃b50qo〃5ゐ0ハ9∂ わ,bl 1 1

ヒ 月むθo伽な,7∂,℃な5加 ∂ 1 2 2 5
、 、 一

ソソ ユ フ ρθノ〃5177創br 1 1
ア シ8η わθ〃乞ヨ5ρooboερ!冶屠 1 1 2 4 2 1 7 1 15 34
ロシ 丘 ηbθ〃lz∂レθ所8加 鰯3 1 1 1 1 4

ス(祐 〃ηん・58狛'7(治 届〃5 1 1
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表3。2002年 えりも町歌別コロップ川での 日別放鳥一覧

調 査 月 日2002/10/10～2002/10/31

100 1011 1012 1013 1030 1031

天候 曇時々
雨

快晴 快晴 晴 快晴 快晴
合計

26 91 228 135 30 29 539ヒ

4 4

6 8 9 9 8 8 18

コノハス α〃3 卯々 〃 1 1

モス 乙3漸〃5わ〃oqρゐ∂ん5 1 1

ノコ マ ∠.μ50加僧 δ3〃bθ 2 1 8 4 1 16

クロツク ミ7乙 個凍ノ508雇5 3 3 4 5 1 16

ア ハラ7加 吻50ゐ η心o治μ5 1 1 3 5

ス0θ 配勿 協 ゐo〃θ 2 1 6 2 11

メ ・ソムシクイ ρ妙〃0500〃5ゐ0燈 ∂〃5 1 1 1 3

エナ ハθ 勅部056∂ 〃幽 加5 12 4 16

ハシフ ト ラ ρ旨ノ〃53加5傭 1 1 2

ソソ ユ ラ ρ旨ノ〃5,77勿br 12 8 15 5 2 42

R 4 4

ハ シリ0θ 渤 店 倉'77〃㊨以5 1 1

メシ ロ 、乙03ごθm5乞0漸0∂ 1 1 2

・ シ ロ 后η6θκ」z80わ肋5 1 1
一

ソフ 勘7bθ ノ723π ノ5翻0∂ 4 8 12

ア ソ 」飾ηわθ寵8εooboθ 加 治 17 69 203 95 11 8 403

ロシ 」畝ηわθ寵 ヨ圏剛8わかな 3 3

へ ニマシコ 乙〃a55乃 加b〃5 1 1 2

ス6唐 ノ7μ吻5ψ 〃o乞〃曾5 1 1 2

Rl

表4.2003年 えりも町 歌 別:コロップ川 での 日別 放 鳥一 覧

調査月日 2003/10/12～2003/10/21

11 1013 114 115 1016 1017 101 1019 102 1021

天候 曇のち
晴

曇のち

晴

曇のち
雨

曇時々
雨

曇時々
雨

快晴 快晴 雨 快晴 快晴
のち曇

合 計 ・

髄 206 177 32 130 35 160 166 0 羽5 169 1190

1 1 1 1 4

8 7 5 7 6 11 7 9 11 18

ヒンス メ星励 り〃5乃od30〃1 1 1 2 4

モス 乙∂〃ル5わ 〃oθ ゐ8ん15
1 1 2

ク イスoθ 伽 吻b方o〃θ 1 1 4 2 2 3 13

コヨシ リ ノloハooθみ∂海5わな〃な必eρμ5 2 2

メ 、ソ ソ ρ物y〃b5θ ρρ〃5わoノθ∂〃3 1 1

ノゴ マ 乙μ30加屠o∂〃bρθ 1 2 3 4 4 4 6 2 26

クロツク ミ7払 肋508/d短 1 1 2 2 1 2 9

ア ハラ7劾 【oし50方50血 μ5 1 1 1 2 10 3 13 31

コ ソ ユ フ5π 拓 θα脚3θ ∂

ハソフ フ ρ8ノ〃3ρ31レ5傭 1 1

コ ラ ρθノμ5'770〃 飴'7μ5 1 1

、rレ ■

ソソ ユ フ ρbπノ5/773br 4 1 4 8 6 23

、 シ ロ ∠5励θ舵30わ 耐θ5 1 1 2

も 一

ソ7働bθ1728π ノ5翻σ∂ 7 4 5 9 38 63

ア ソ ε㎞bθ㎡z8畠ρodbo6ρゐ8治 168 167 22 113 24 134 137 90 98 953

R 1 1 1 1

ロシ 」動 ヵθ寵3嫉8届2わ 〃治 3 2 2 1 2 10

シ ュリン 石励 θ血35乃oθ 〃必〃'5 1 1

ヘ ニマソコ 乙〃a即55必 加bμ5 29 2 2 2 7 2 3 47

Rl
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アカハ ラ、クロツグ ミ、夜明 け後か らアオジ、シジ

ュ ウカラ、カシラダカな どの聴 りを流 した。

3.2.2調 査結果

調査では18種1194羽(新 放 鳥1190羽 、再捕獲4

羽)放 鳥 した。日別の放鳥数:を表4に 示 した。優占種

はアオジで956羽 放鳥 し全体の80%を 占めた。調査

初 日の10月12日 か ら13日 に渡 りの山を示 し20日

以降減少 した。次にカシラダカで63羽(5%)、 ベニ

マシコで47羽(6%)、 アカハラで31羽(3%)で あっ

た。ベニマシコについては捕獲数のばらつきが大き

かった。アカハラ、カシラダカについては10月18

日以降に捕獲数が増加 した。上記以外の種は捕獲数

が少なかったため動向が不明であった。

3.2.3回 収鳥

回収記録 はアオ ジで1例 であった。2002年10.月

12日 に根室市で放鳥 された ものが2003年10月18

日にえ りも町 コロップ川 で回収 され た。1年0ヶ 月6

日間後の長期回収 であった。

4.追 記

え りも町襟裳岬は絶えず風が強 くかすみ網を用い

た調査は行わなかった。 しか し建物に進入 してくる

個体があったので標識放鳥 した。

建物に進入するパターンは2例 あり、1例 は日中

襟裳岬先端付近に建てられた施設 『風の館』に迷い

込む例 と、2例 は夜間人家に進入する例であった。

『風の館』は鳥が一度入ると出 られなくなる巨大

な罠の構造である。夜間進入 したのは人家の明かり

に誘引されたためと思われる。

2001年 に日中放鳥はウグイスで10,月17日 に1例 、

18日 に2例 、カケスで10月18日 に1例 、ゴジュウ

えりも研究・第1号 ・2004

カラで10月19日 に1例 、夜間放鳥 した例はノゴマ

で10,月13日1例 、クロジで10月17日 に1例 であ

った。

2002年 に放鳥はなかった。

2003に 日中放鳥 した例はウグイスで10月14日 に

1例 であった。夜間放鳥 した例はなかった。

本調査地で放鳥 した鳥が他から回収 された記録、

および他で放鳥 され両調査地で回収 された記録は1

例もなかった。

5.考 察

本調査地での回収記録はアオジ2例 でいずれ も根

室市で放鳥 された個体であった。

これは道東地方のアオジの一部はえ りも町付近を通

過 していることを示 していると考えられた。

本調査地の鳥の動向は最 も多く放鳥 されたアオジ

は10月12～16日 に渡 りの山がみられた。アオジの

渡 りの山を比較するため,1974年 からモニタリング

されている根室市川 口の風蓮湖ステーションの結果

と比較すると風蓮湖ステーションでは年によって変

わるが10,月10日 前後に渡 りの山をむかえる(山階鳥

類研究所1994～1998)が 、本調査地では風蓮湖ステ

ーシ ョンに比べ渡 りの山が2～7日 遅かった
。またカ

シラダカ、アカハ ラについては10月 下旬に渡 りの山

がくると考えられた。

しかし、アオジについては風蓮湖ステーシ ョンで

渡 りの山をむかえる10月10日 前後にえりも町で調

査をしてお らず、またアカハラ、カシラダカについ

ても捕れはじめた10,月20日 から2～3日 後に調査を

終了していた。アオジについては10月10日 前から、

アカハラ、カシラダカについては10月15日 ころか

ら11月 まで調査 日数をのばせばはっき りした動向

が うかがえると思われた。上記以外の種は捕獲数が
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少なかったため動向は分からなかった。

注 目に値する放 鳥例 としてカシラダカ、クロツグ

ミ、ホオジロ、メジロがあげられる。これ らは 日高

山脈西部では多 く捕獲 されているが、東部では少な

い(山 階鳥類研究所1994～1998).カ シラダカは春、

秋の渡 りの時期には北海道各地で確認 され、冬季は

一部地域で越冬 している個体が確認 されていた(藤

巻2000)。 またクロツグミ、ホオジロ、メジロは西

部では多 く繁殖 しているが東部では少数 しか繁殖 し

ていない(藤巻2000)。 カシラダカは、えりも町で捕

獲 されたことで、この付近は秋の渡 りの中継地か、

越冬地と考えられた。またクロツグミ、ホオジロ、

メジロは、え りも町で捕獲 されたことで、この付近

は秋の渡 りの中継地か、繁殖地 と考えられた。

より鳥相を把握するために、春の渡 りの時期や繁

殖期に標識調査を行 う必要がある。その時期の調査

により、えりも町ではこれ らの種が渡 りの中継地 と

して利用 しているのか、または繁殖 しているのかが

詳 しく解明されると考えられる。

襟裳岬先端付近の日夜、人家に鳥が進入 したこと

か ら一部の種類は渡るとき襟裳岬上空を日夜 ともに

通過 していたと考えられた。また夜間、人家に進入

したことから夜間かすみ網の前に照明を置いて鳥を

誘引して捕獲する方法が考えられた。

3年 間の調査 した結果ではデータ数が少なく、渡

りの状況を解明するにはさらにデータの蓄積が必要

である。特にえりも町歌別コロップ川で種数 及びア

オジが多数捕獲できたので、今後、定期 的かっ8月

上旬から11月 上旬まで長期的に調査をおこな う予

定である。

6.謝 辞

本調査に多数の助言をしていただいた山階鳥類研

究所の佐藤文男氏、本調査地にて協力されたえりも

町郷土資料館の中岡利泰氏、『風の館』の石川慎也氏

にここで深 く感謝申し上げる。

7.引 用文献

山階鳥類研究所(1993)鳥 類観 測ステー シ ョン報告.

p89～90,112～119,194.

山階鳥類研 究所(1994)鳥 類観 測ステー シ ョン報告.

p98～99,118～125,179.

山階 鳥類研 究所(1995)鳥 類標識調 査報告書.p76

～77 ,140～147,131～135,203.

山階鳥類研 究所(1996)鳥 類標識調 査報告書.p27

～29 ,158～163,211.

山階 鳥類研 究所(1997)鳥 類標識調 査報告書.P28

～29 ,162～169,213.

山階鳥類研 究所(1998)鳥 類標識 調査報告書.p42

～49 ,136～143,198.

日本鳥学会(2000)日 本鳥類 目録.改 定第6版.

藤巻裕 蔵(2000)北 海道鳥類 目録.改 定第2版.

一26一


